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背景：分子標的薬であるEGFRチロシンキナーゼ阻害薬の登場により非小細胞肺がん

























































































































キナーゼ阻害薬を投与するという治療ストラテジーが確立してきている（Magnuson WJ et al. 
J Clin Oncol. 2017;35:1070-1077） 
 
この他にもいくつかの質疑が行われたが，いずれも適切な回答が得られた． 
 
本研究は，200例に及ぶ大規模後ろ向き研究である点，脳転移を有するNSCLC患者の予後因
子を明らかしたことで，従来予後不良とされてきた脳転移の治療ストラテジーの確立につ
ながる可能性がある点で，評価に値する．よって，本論文は横浜市立大学の学位（博士）
を与えるのにふさわしいと判断された． 
